
令和３年１２⽉９⽇
※ 本資料は，現時点での内容となります。今後変更となる可能性もございます。

京都市新型コロナワクチン接種推進協議会資料



Ⅰ．１・２回目接種の状況
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２

１・２回目接種の取組①

希望する全ての市⺠の皆様に接種いただくため，地域の充実した医療体制を
活かし，900を超える医療機関の協⼒で「個別接種」を基本とする体制を構築
併せて，24の「集団接種会場」での接種体制を確保

［接種体制］

［新型コロナワクチン接種事業］
市⺠の命と健康，暮らしを守り，社会経済活動を安定させる
これまでに経験したことのない国家的事業

＜ワクチン供給＞
［様々な課題への対応］

７月には，本市の接種体制の拡充，加速化に，国からのワクチン供給が当面
対応できず，医療機関や集団接種会場への配送を制限
繰り返し強⼒に国に要望し，希望する全ての⽅に接種できるワクチンを確保

＜接種希望者の予約や問合せ＞
コールセンターの体制強化（希望者への御案内のため，最大380回線まで強化）

「先着順」から確実に予約を御案内する「希望登録制」へ変更
LINEを使って予約できる京都府医師会の「京あんしん予約システム」の導入



１・２回目接種の取組②

３

医療従事者，⾼齢者，基礎疾患を有する⽅，⼀般の⽅と，国の⽰す接種順位に
従って接種を実施
本市独自に,エッセンシャルワーカー，飲食・小売業従事者等，妊婦の⽅・受験生
とその御家族等の接種枠の設定やワクチンの上乗せ配送，
更には「事前予約なし」での接種を実施
接種を希望する５０３の⾼齢者施設で7月末までに概ね接種を完了
接種がお済みでない⽅への案内はがきの送付により，希望される⽅の接種を促進

［接種の推進］

医療従事者の皆様には，通常の診療に加え，
病院・診療所でのワクチン接種，更には，
集団接種会場への出務や企業や大学での職域
接種と，あらゆる場面でワクチン接種に協⼒
いただきました。

個別接種
64%京都市の集団接種

15%

職域接種等
13%

医療従事者等
6%

その他 京都市の接種状況



1１月末までに，12歳以上の８０％が２回接種を完了
［年代別接種率（12/8時点）］

４

年代別接種率

※ 全体：0歳以上の全人口，対象人口：12歳以上の人口

１回⽬接種率 年齢 ２回⽬接種率
91.81% 65歳以上 91.14%
89.18% 60歳〜64歳 88.00%
87.38% 50歳〜59歳 85.82%
78.78% 40歳〜49歳 77.02%
73.98% 30歳〜39歳 71.80%
73.16% 20歳〜29歳 70.64%
71.90% 15歳〜19歳 68.36%
52.46% 12歳〜14歳 47.40%

75.59% 全　　体 73.94%

82.92% 対象人口 81.11%



（12月8日時点）

５

感染者数及び接種率

※ 対象人口：12歳以上の人口

感染者数（全体）, 402 人

感染者数（65歳以上）, 27 人

対象年齢（１回⽬）, 82.29%

対象年齢（２回⽬）, 80.63%

65歳以上（１回⽬）, 91.72%

65歳以上（２回⽬）, 91.13%
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Ⅱ．３回目接種の進め方
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ワクチン接種の効果と３回目接種

◆ ファイザー社ワクチン，モデルナ社ワクチンともに，
⾼い発症予防効果等がある⼀⽅，時間の経過とともに
感染予防効果が低下。高齢者は重症化予防効果も徐々に
低下することが示唆

感染拡大防止及び重症化予防の観点から，
１・２回目接種を完了したすべての⽅に対して，
３回目接種の機会を提供すべき

◆ ３回⽬接種を⾏わなかった場合と⽐較して，３回⽬
接種後に⾼い免疫原性の増加が確認された
ほか，感染予防効果や重症化予防効果等を高める効果が
あるとの報告

※厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料より ７



３回目接種の概要①

接種対象者

２回接種完了者すべて＊に対して３回⽬接種の機会を提供
※  まずは１８歳以上の⽅を予防接種法上の特例臨時接種に位置付け
＊特に追加接種をおすすめする⽅
・ ⾼齢者，基礎疾患を有する⽅などの「重症化リスクが高い⽅」
・ 介護従事者等の「重症化リスクの高い⽅との接触が多い⽅」
・ 医療従事者等の「職業上の理由等によりウイルス曝露リスクの高い⽅」

２回⽬接種完了
からの接種間隔

２回目接種から原則８箇⽉以上
(11/26 厚生労働省事務連絡「例外的に接種間隔を６箇⽉以上に短縮できる対象」)
・ クラスターが発⽣した医療機関や⾼齢者施設等の⼊院患者，施設の利⽤者や従事者
・ 同⼀保健所管内で複数の医療機関や⾼齢者施設等でクラスターが発⽣した場合，
管内の医療機関や⾼齢者施設等の⼊院患者,施設利⽤者や従事者
※ 接種間隔の短縮を希望する市町村は，接種計画を策定し，事前に都道府県を
通じて厚⽣労働省に相談することが必要

12/6 臨時国会 岸⽥⾸相 所信表明演説
「感染防⽌に万全を期す観点から，既存ワクチンのオミクロン株への効果等を⼀定程度
⾒極めたうえで，優先度に応じ，追加承認されるモデルナを活⽤して，８箇⽉を待たずに，
できる限り前倒しします。」

⇒ 医療提供体制の確保，重症化予防，感染拡⼤防⽌の観点から，
医療従事者及び⾼齢者施設の⼊所者・従事者等は，
２回目接種から６箇月以上で３回目接種を実施できることに

８



３回目接種の概要②

接種回数 １回

使用ワクチン
１回⽬・２回⽬に用いたワクチンの種類にかかわらず，
mＲＮＡワクチン（ファイザー社ワクチン又は武田／モデルナ社
ワクチン）を使用
当面は，薬事承認されているファイザー社ワクチンを使用

３回⽬接種
の実施期間

令和３年１２⽉１⽇から令和４年９⽉３０⽇まで
※ 現⾏の令和４年２⽉２８⽇までを延⻑

ワクチン接種
に係る支援策

時間外・休⽇の接種に対する加算※等の支援策についてはすべて継続
※ 単価︓２，０７０円／回，時間外︓＋７３０円，

休⽇︓＋２，１３０円

９



２回⽬接種完了 ８箇月以上
(６箇月以上)

２回⽬接種で使用したワクチン
合 計

ファイザー社 武田/モデルナ社

令和３年３月･４月 令和３年１２月
(令和３年１０月)

約12,000人 ― 約12,000人

令和３年５月 令和４年１月
(令和３年１１月)

約28,000人 ― 約28,000人

令和３年６月 令和４年２月
(令和３年１２月)

約196,000人 約20人 約196,000人

令和３年７月 令和４年３月
(令和４年１月)

約234,000人 約21,000人 約255,000人

令和３年８月 令和４年４月
(令和４年２月)

約85,000人 約69,000人 約154,000人

令和３年９月 令和４年５月
(令和４年３月)

約120,000人 約41,000人 約161,000人

令和３年１０月 令和４年６月
(令和４年４月)

約125,000人 約61,000人 約186,000人

合計 約823,000人 約200,000人 約1,023,000人

京都市内の⽉別の対象者数
（令和３年１１月２４日時点のVRS登録情報）

※ 合計には，１１月分（31,000人）を含む。 １０



接種時期及び対象者

対象者 ２回⽬接種 ８箇月到達
（６箇月到達） 対象人数

医療従事者
（重症者受入病院等） 令和3年3月〜 令和3年11月〜

（令和３年９月〜）
約5万人

診療所・病院等 令和3年5月〜 令和4年1月〜
（令和３年１１月〜）

⾼齢者施設
（入所者・従事者） 令和3年5月3日〜 令和4年1月〜

（令和３年１１月〜）
入所者 約2万人
従事者 約2万人

在宅⾼齢者
（個別接種） 令和3年6月1日〜 令和4年2月〜

（令和３年１２月〜）
約33万人

在宅⾼齢者
（集団接種） 令和3年6月19日〜 令和4年2月〜

（令和３年１２月〜）

基礎疾患のある⽅ 令和3年7月9日〜 令和4年3月〜
（令和４年１月〜） 約12万人（推計）

＜京都市内の対象者の８箇月（６箇月）到達時期＞

１１



国からのワクチン供給

◆ 11月に412万回分（ファイザー社），今後，令和４年２･３月の接種分として，
全国で約3,700万回分（ファイザー社:約2,000万回分，武田/モデルナ社:
約1,700万回分）を供給予定

・ 同種接種，交互接種のどちらも３回⽬接種で免疫原性(中和抗体価等)は上昇
【交互接種の効果と安全性】

・ 副反応は交互接種と同種接種で差はなく，１・２回⽬接種と同程度と報告

◆ ２回⽬接種から８箇月後に接種が⾏われる前提で国から供給
［ワクチンの供給］

接種ワクチン 合計 ファイザー社 武田/モデルナ社
３月までの接種対象者
の接種実績（京都市） 約49.1万人 約47.0万人(96％) 約2.1万人(4％)

国から京都府への
配分予定(12月〜3月)

⼀⽅，交互接種を前提とした接種体制の調整が必要

51.4万人分（58％） 36.8万人分（42％）88.2万人分

京都市人口比では
29.0万人分

京都市人口比では
20.8万人分

京都市人口比では
49.8万人分

※厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料より

⇒ 接種対象者の数のワクチンは確保

１２



ファイザー社ワクチン 武田／モデルナ社ワクチン

タイプ mRNAワクチン mRNAワクチン

接種回数(追加接種) １回筋肉内に注射 １回筋肉内に注射

保管温度
（超低温）-60〜-90℃ 消費期限まで
（冷 凍）-15〜-25℃ １４日間
（冷 蔵） ２〜 ８℃ ３１日間

（冷凍）-20±５℃ 消費期限まで
（冷蔵） ２〜８℃ 30日間

１バイアルの単位 ６回分／バイアル 15〜20回分／バイアル
※１・２回⽬接種では１０回分／バイアル

１回当たりの接種量 （希釈後のものを）
0.3ｍL

0.25ｍL
※１・２回⽬接種では０．５ｍL

接種用法など
使用前に室温に。
生理食塩⽔による希釈が必要
希釈後，６時間以内に接種

使用前に室温に。
希釈不要
針を刺した後，６時間以内に接種

ワクチンの比較

１３



◆ ＶＲＳ（ワクチン接種記録システム）登録情報から，
２回⽬接種した日から８箇月経過する者を抽出し，順次，
接種券を作成・発送

◆ ２回⽬接種完了から原則８箇月以上経過後に接種できるよう，
２回⽬接種から８箇月到達前に到着するよう接種券を送付

接種券の送付

例１ ６月１日にワクチンの２回⽬接種をした場合 ⇒ ２月１日から追加接種を受けることができる。
例２ ６月３０日にワクチンの２回⽬接種をした場合 ⇒ ３月１日から追加接種を受けることができる。

＜８箇月以上の間隔の考え⽅＞

１４



接種券の様式
【接種券】

予診票と⼀体型（右側）。接種済証用紙（左側）とＡ３サイズ⼀枚に印刷して送付
※複写式ではありません。

予防接種済証

接種券

予診票

１５



◆ ファイザー社ワクチンの配送は，医療従事者分も含め，
京都市が実施

◆ 「京都市ワクチンＷＥＢ発注システム」により，必要本数
の発注（配送日の３営業日前までに）し，京都市ワクチン配送
センターから各医療機関に配送

ワクチンの配送
［ファイザー社］

［武田/モデルナ社］
◆ 配送体制構築に向けて検討中 １６



医療従事者の接種

◆ １・２回⽬接種と同じ接種場所での接種を基本とし，
自院（勤務先）・病院グループ内での接種，近隣の医療
機関での接種を実施

◆ ⻭科・薬局・訪問看護ステーション等の医療従事者は，
⾼齢者等の接種と接種時期が重なるため，住⺠接種の
枠組みで実施

１７

接種開始時期︓令和３年１２月から

◆ 新たに自院での接種を希望する医療機関も接種可

◆ ２回⽬接種を受けてから令和３年１２月末までに
８箇月以上を経過する⽅に対し，１１月２２日に接種券
をお届け済



高齢者施設の入所者・従事者の接種

１８

◆ １・２回⽬接種と同様，施設内での接種（施設従事者
等も同時）を実施

◆ 各施設で接種計画を作成のうえ，医療機関と施設で
調整して接種を実施

◆ ２回⽬接種を受けてから令和４年１月末までに８箇月
以上を経過する⽅に対し，１２月１０日以降，順次，
接種券を送付予定

接種開始時期︓令和４年１月から



地域にお住まいの高齢者等の接種

１９

◆ 京都府医師会，地区医師会，京都私⽴病院協会，
京都府看護協会，京都府薬剤師会，京都府⻭科医師会等
と連携し，地域の医療体制が充実している強みを活かし，
⾝近な診療所・病院等での『個別接種』を基本とした
接種体制を構築

◆ 医療機関での個別接種が難しい場合にも接種いただける
『集団接種』も併せて実施する体制を構築

◆ 接種希望者の予約や問合せが集中しないよう，
令和４年１月から順次，数日おきに分割して接種券を送付

接種開始時期︓令和４年２月から



個別接種

２０

◆ 地域の医療体制が充実している強みを活かし，⾝近な診療所・
病院等での個別接種を基本とする接種体制を構築

（予約⽅法）
・ ⾝近な診療所・病院等のある⽅は医療機関に直接予約
・ 定期的に受診する医療機関のない⽅は，京都府医師会の

「京あんしん予約システム」や医療機関のWEB予約システム等
から予約

接種体制の構築に向け，
市内の医療機関に対する
意向調査を実施中



集団接種

２１

◆ 概ね区・支所ごとに，拠点となる医療機関や本市が開設する会場
での接種を実施

◆ ３回⽬接種は，今後，季節性の予防接種になる（定期接種化）
までの過渡期であり，希望される市⺠の皆様の接種機会を確保する
ために実施

（予約⽅法）
・ 接種対象者に合わせ，確実に予約を案内できる「希望登録制」＊

と御自⾝で接種日時や場所を選ぶことができる「Ｗｅｂ予約」を
組み合わせて実施

＊ Ｗｅｂサイトや電話・ＦＡＸで希望登録
いただき，コールセンターから予約を御案内

ワクチンの供給状況や，モデルナ接種会場を含めた必要な
接種体制の規模等を⾒極め，詳細の検討を更に進める。



職域接種

２２

地域の負担の軽減を図るため，令和４年３月から，企業や大学等に
おいて，３回⽬接種を開始予定

使用する
ワクチン 武田/モデルナ社ワクチン（１・２回⽬接種と同じ）

対象企業等 １・２回⽬接種を実施した企業・大学等のうち実施を
希望する企業・大学等

実施要件
・会場や医療従事者等は，企業や大学等が自ら確保
（１・２回⽬接種と同じ）
・１会場あたり１，０００人以上への接種が原則

その他
・１・２回⽬接種と同様の財政支援を継続する⾒通し
（接種に係る費用負担等）
・中小企業，大学に対する追加支援も継続して実施

（国において実施）



広報・情報発信

２３

◆ １・２回⽬接種に引き続き，専用ポータルサイトや公式ホーム
ページ，市⺠しんぶんや市政広報板ポスター等の様々な媒体，
これまでに各局区等が培ってきたネットワークや顔の⾒える
関係を活用して情報を発信

◆ 接種状況や予約案内など，接種を希望される⽅に最新の情報を
お届け

◆ 「正しい情報」により接種を判断いただけるよう，ワクチンの
有効性や安全性，副反応等の情報に加え，３回⽬接種の効果や
安全性，更には，交互接種に関する情報等も発信

◆ コールセンター等により，接種に関する問合せや相談に
きめ細やかに，丁寧に対応



R3.11月 R3.12月 R4.1月 R4.2月 R4.3月 R4.4月

接種券

医療従事者

⾼齢者施設
従事者・入所者

在宅⾼齢者
基礎疾患

エッセンシャルワーカー
６４歳以下

職域接種

全体スケジュール

※ 医療従事者︓11月22日，⾼齢者施設︓12月10日から順次お届け

自院・病院グループ内での接種

住⺠接種の枠組みで実施

施設内接種

個別接種・集団接種

企業・大学等での接種

８箇月到来前に順次送付（医療従事者⇒⾼齢者施設⇒在宅⾼齢者 等 ）

２４



Ⅲ．参考

２５



集団接種会場運営訓練の実施結果

情報共有

＜医療関係団体＞
・府医師会 ・各地区医師会
・府看護協会・京都私立病院協会
・府病院協会・京都工場保健会

＜高齢者施設関係＞
・市老人福祉施設協議会
・府介護老人保健施設協会

＜協力事業者＞
・京都市新型コロナ
ウイルスワクチン接種
事業に係る事務処理等
業務コンソーシアム

協議・検討

＜オブザーバー＞
・京都府

安心安全かつ円滑な接種の実施

＜京都市＞

地域の診療所・病院等
での個別接種

公共施設等
での集団接種

高齢者施設等
での接種

「正しい情報」の
きめ細やかな提供
相談・問合せへの
丁寧な対応

京都市新型コロナワクチン接種推進協議会

２６


